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6号砕石を有するポーラスコンクリートの圧縮特性に及ぼす固相容積と結合材の強度特性
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回数(以下，棒突き回数)とし，水準は 2層 15回， 2層 20
回および2層 30回である。その他の実験要因は，空隙率
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設 した。 10体中 5体は POC管理用試験体であり，時間
10秒で、パイプレーテイングタンパによる振動締固めを
施した。残り 5体は，洗い試験用である。なお， POCを，



































突き回数は 2層 30回であるこ とがわかる。























する，換言する と， 型枠に詰められる POCの骨材量と結
合材量の双方が影響すると考えられる。
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n m s n m S I河 S
全空隙率(拡) 5 23.3 0.64 1 23.5 0.91 0.323 0.122 
圧縮強度(N/mm2) 5 13.1 3.58 1 15.00 1.97 0.134 0.078 
ヤング係数(凶1012)4 21.2 3.74 7 19.9 5.22 0.334 0.186 




































































実践，コンクリ ート新聞社，初版， 2019. 8 
山本貴正，小池狭千朗，牧野智英，畑中重光ポーラ
スコンクソートの空隙率 ・圧縮強度の変動に関する
実験的研究，コンクリート工学年次論文集， Vol. 30， 
No.2， pp.289-294， 2008 
日本コンクリート工学会.性能設計対応型ポーラス
コンクリー 卜の施工標準左品質保証体制の確立研究
委員会報告書， 2015.6 
-68 -
98 
ハu
n
u
n
U
ハU
A
品
z
q
d
n
L
1
i
(
N
EE
¥
Z
ぷ
)
剖
細
川
卒
、
入
、
「
全空隙率(百)
図-9POCのヤング係数と全空隙率の関係
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(b)圧縮強度と全空隙率の関係
図-7に，圧縮強度と全空隙率の関係を示す。結合材
の圧縮強度を，全空隙率 0%として打点してある。図中に
示す R"判 -xおよび実線は，それぞれ全データ群を対象と
した圧縮強度の自然対数と全空隙率の相関係数および最
小二乗法で求めた指数近似曲線である。
同図より，自然対数の縦軸と横軸は，負の相聞があり，
既報と同様に，圧縮強度一全空隙率関係は指数関数で近
似できることがわかる。これは，既報と比較して，結合
材強度が低いため，骨材破壊が生じにくいととが起因し
ていると考えられる。
(c) 圧縮強度と端面平滑度の関係
図-8に，標準化した圧縮強度の図-7に示す指数近
似式で算出した計算値に対する観測値と端面平滑度の関
係を示す。図中には，相関係数(R)が示しである。標準化
において，平均値および標準偏差それぞれ計算値に対す
る観測値の標本平均および標本標準偏差を使用している。
同図より，縦軸の計算値に対する観測値は， 1体は士3
に，その他は士2に存在していることがわかる。また縦軸
と横軸の相関性はないことが認められる。
(d)ヤング係数一空隙率関係
図-9に，ヤング係数と全空隙率の関係を示すロ結合
材のヤング係数を，全空隙率 0%として打点しである。括
弧内は，各データ群のヤング係数の標本変動係数である。
なお，コンプレッソメータによる変位の計測値が，初期
値から引張側に生じている試験体は，除外している。
同図より，結合材のヤング係数は，設計空隙率 10%と
比較して小さいととがわかる。これは，固相である粗骨
材のヤング係数が，結合材と比較して高いことが起因し
ていると考えられる。また，設計空隙率 25%の標本変動j
係数は，設計空隙率 10%と比較して大きい。これは固相
容積率の統計的変動(前述 3.2 (c)参照)，振動締固めにお
ける沈下抵抗性(前述 3.3参照)が影響していると考えら
れるが，現状では不明であるため，今後，再検討する。
4.おわりに
使用頻度の高い 6号砕石 POCの管理用円柱試験体の
圧縮特性について，画相容積率と結合材の強度特性に着
目し，実験的に検討を進めた。
